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愛知県小中学校PTA連絡協議会は、昭和25年2月の結成以来、一貫して子どもの健やかな成長を目

指し、単位PTA及び郡市PTA連絡協議会との相互連携のもとに、保護者と教職員が共に手を携えて活

動し、多くの成果をあげてきた。

しかし、少子化や核家族化、高度情報化、グローバル化など、今日の社会や家庭環境の急激な変化は、

子どもの健やかな成長に大きな影響を与えている。 とりわけ、スマートフオンや携帯電話からの有害情報

の氾濫、いじめ、非行・犯罪の低年齢化、子どもを巻き込む凶悪事件の発生等が依然として後を絶たず、

憂盧すべき状況にある◎

このような現状を踏まえ、愛知県小中学校PTA連絡協議会は、 PTA活動の本来果たすべき役割を再

確認するとともに「教育の原点は家庭にある」ことを自覚し、夢と希望をもちながら主体的に未来を切り

拓くことのできる子どもの育成に向けて、共に学び、共に育ち、共に考え行動していく。

記

｢愛と知で 子どもたちの未来に夢と希望を」
● ●

び共に育ち共に考動するPTA-

単、

目 標

－共に学

活動方針

1 家庭教育力の強化を図る

・子どもと語り、共に考動し、保護者としての自覚を高めるとともに、 自らの責任を果た

し、家庭教育の充実を図る･

・家庭の果たすべき役割を見つめ直し、子どもに食生活をはじめとする基本的な生活習'|賞

を身に付けさせるとともに、家庭で守るべきルールづくりに取り組む。

・子どもとのふれあいをより一層深め、心のよりどころとなる家庭環境をつくる。

学校支援を積極的に進める

保護者と教職員が共に手を携えて考動し、子どもたちの健やかな成長を支える

学校教育への理解を深め、学校教育活動への積極的な支援と参加を進める。

2

地域社会との緊密な連携を築く

地域との緊密な連携・融合を積極的に図り、共に考動し、子どもにとって安心・安全な

社会を築く◎

子と､もが豊かな体験活動をすることのできる社会環境を、地域と共に整える。
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平成27年度愛知県小中学校PTA連絡協議会事業報告

年月｜ I 会議名等

安全互助事業審査委員会

場 月 聿 淫 の 慨T、 零
｜
ド

8ナ

｜
平 jX26年度の事故状ﾙLのまとめ、案件の榊査

愛知県教育会航27． 69

新11 1役 員会・理事会 平成26年度の反省と､ド成27年腱総会議案・運當' |汁画等

平成26年度半業報告、決算・ I胱沓報告

平成27年度役員選出、弔業計lllli案・予算案審議、 筒｡念公演

平成27年度敢点事業実施計画、活動ﾉj針、 日P全国研先人会への参加、常置委員

会の組織づくりと活動、安全ﾉl助事業の役員姿Iﾘ,側等

会 愛知芸ilf文化センター6.17 ff

626 役員 会 理事会 愛知県教育会i!1:i

教育事務所担当主事会 年|川事業計、についての連絡＃,'1幣等

7. 2 郡市P連事務局担当料会 愛知県教育会航 同上

情報交換事業連絡会 情報交換事業の実施等

臨 時 役 貝 会 ネットキャラバン隊へ

723 母剃代表．役員．理事愛知県教育会飢溝Illj :吉岡良､|え氏（草
合 ｜可 研修会 演鼬：いまと．きの子供

ン隊への取組等

氏（草の根サイバーセキュリティ連動全川連絡会弱務局長）

刀子供たちのネット ・ケータイ～子供たちのトラブルと背景

方法等、 日P東海北陸ブロック研究大会愛知大会に向けて輪愛知県教育会節

札 幌 市

728 1企画検討会讓 会の目的・連

821 第63u日本PTA全国

822 研究大会札幌大会

安全互助事業群査委員会

9， 8

役員会 ・ 理事会

全体会・分ﾈ1．会への参加研修、情報交換（43名参加：含む役貝）

事故受付状＃dの報告、

いじめ防止楪橘コンテ

集約依頼､ 日P』し､のき

搗故報f'i･に基づく審査

スト募集、 PTA新聞コンク

ずな61教育支援』,L金、企i'l'i検言

愛知県教育会鮒 ル募集、評き損じはがきの

会俄の運営等

日P糸Ⅱ幟運営事例集、 日P東海北陸う、ロック研究人会愛知大会大綱案等、三行詩

コンクールの県内審査
10. 6 臨時役員会・三ｲj詩審査会 愛知県教育会鮒

第71ul H本PTA束海

北陸ブロック研究大会

石川県 ・ 小松大会

９
０１

０
０

１
１ 全体会・分科会への参加研修、情報交換(189名参加：含む役員fi川県小松' i｣

会の' '1合せ事項の確認、 日P束海北陸う．ロック研究大会愛知大会大綱案（組織

会場等）

年間事業計画等についての連絡調整i亜絡調整

lO.27 企画検討会議 霧 知県教育会伽

剛県教育会帥郡市P連事務局担当料･会

日本PTA年次表彰式

安全互助事業辮査委員会

錘
岸岬

一
皿 蔓良PTAの衣彰（文部科学大臣表彰、 日本PTA会長衣彰: |寸1体・個人）

→ニ ト 1－

鬼ji( !ホァルニューナ一

受付事故状#tの報告、事故状ﾙdに基づく雰査、來海北|隼'炎全互助会の報告

日P束海北昧ブロック研究大会愛知大会大綱案、苦き批じはがき収爺金の配分

｢愛知のPTA」編集制一画、 | IP国内研修事業等
12. 3 役員会 理事会 愛知県教育会fi'i

常置委 員 会

企画検討会議

臨 時 役 貝 会

安全'て助事業審査委員会

各常置委員会の活動報告、意兄交換等

HP東海北陸ブロック研究大会愛知大会人綱案・会場案冬'f
愛知県教育会飢28. 1.22

平成28年度の' 1標及び柄動方針、中間決算・予算案、母剃代表研修会等

受付事故状ﾙuの報告、事故状況に基づく '審査

平成27年度事業・決算の中間報告、平成28年度の目標とi,吋動方針、 「携帯

の通|fな利用に向けて」 「いじめ根絶に|r'jけて」の活動弊

1

愛川県教育会鮪
ソ

］ ラ寺1

役員会 ・ 理事会

義 ｜愛知県教育会蝕 日P東海北陸ブロック研究大会愛知大会人綱案組織案会場案輔愛知県教育会蝕検討会

環境委員

検討会

監査

検討会

環境委員

検討会

,寵

会 愛知県教育会伽

嚴愛知県教育会飢

〈雲疎坐

愛知県教育会伽

企 li'i

広報

企凹

li'i

服

凹

吐け正

計

０

４

９

２

１
１
１

３
４
５
６

０

４

９

１
１
１

３
４
５

へ五

PTA新聞コンクールの県内稚沓
愛知県教育会餅｜ 日P東海北陸ブロック研究大会愛知大会人棡案組織案会場案鞘

今室 愛知県教育会節｜ エ
I

平成27年度愛知県P連会計に関する監門

事業・財政計､跡) 、教育 文化（情報交換ﾘf業の計m'l推進と｝又省集約竿

PTA」の編集・ コラム「花ノ木」の執筆・新聞コンクール'艀査等）

事業の検討等) 、 IJ親（母剃代表研修会の企両と実施等）

総務財務（次年度の事業・財政計、

広報環境（｢愛知のPTA」の編集

|glt給食（安全互助事業の検討等) 、

皆
肖

白
丞
女

←－、

Z式冊

|冑 報 交 換 享 業

指導者･研修（雌教育委員会共帷）

地域の実態に即した望ましいPTAの在り方等についての情報交換及び意見交換（県内10会場）

単位PTA･地区PTAの折導的立場にある会員が県|ﾉ19地Iﾒ:で研修

愛知のPTA」 の発f｣＝ 第473号～第484号の発行、県内全妄 貝に無ﾈ

ムノヘミー

配付

ジの更新情報の集約

愛知の教育を

県民陳 'li!

豊かな教育をIを創

発備 ・ 交換

<するための

署*， 運動

愛知県小中学校PTA連絡協儀会才

愛知の教育をよくするために、豊かな教苧

民陳情活動への取組

fiil1造するﾘII民会議（教育関係6団体）の所屈|寸1体としての県

造する県民全 嚴 「父母と教師の教育を語る会く教育諦演会>」に県内全域から多数の会典が参加
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平成27年度愛知県小中学校PTA連絡協議会決算吉

平成27年6月1日

平成28年5月31日

日
目
一
《
土

収入

支出

44,730,727円

42116,769円

額
額

総
〃"､

耶楢、

差引残額 2,613,958円

(恥位円）

(△印は減を示す）1 収入の部

訳訳決算額 比較増減目 予算稲項 ｜/1

41｢ﾘ×児童生徒数455,902人

｜/1

41｢ﾘ×児童生徒数455902人贄’会
事
助
繰

雑
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１
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& 4,018

. 12.320 安全兀助事業40円×世帯数397,6921I1菖帯

愛知県教育振興会・愛知県教育公務員弘済会助成金

安全互助事業積立基金特別会計

書き損じはがき収益、広告料、
安全互助聿業集金事務費、預金利息等

安全兀助事業40円×世帯数397,6921I1菖帯

愛知県教育振興会・愛知県教育公務員弘済会助成金

費
一
金
金
孔

業
戌 780,000 30,000

1,706,500 4 1,293,500

3,159,345 756,565

4,485,220 0

44.730.727 △ 523.273

収

前年度繰越金金’趣 ０
０

２
０

２
０

５
４

８
５
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２
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谷
口 １三口

(単位円）

(△印は減を示す）
2支出の部

決： 算額 内

会場費、公演料等

会議室使用料、旅費等

内

会場費、公演料箸

H 目 科 目

総 会 費
理事会費

議 賛
役員会昔

予算額 比較増減
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ロハ
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８
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I一､

会議室使用料、旅費等

会議室使用料、旅費等

二一

委員会費

人 件 實 8,00(),000 7,480,290 319.710 1 I 此員給イ

法定祁利費

外部指導費

消耗品昔

印刷製本費

通信運搬費

備 品 費

会館祷埋費

64,249 社会保険料、労働保険料等

85,00(） 公認会計士融問料、 PTA新聞コンクール指導料

０

０

０
０
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ｕ
Ｑ
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９
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２
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資料印刷費等

切手代、配送料
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会節共益費、 コピー使川科、 EB送金基本料等

職員交通費補助交 通 費

研 修 費

万一
ｶK 萱

研究i洲査費

’|冑報交換事業

研究助成費

広 報 費

見群給付金

保 険 料

負 扣 金
|分 ’1冊 金

財政洲整基金

研究人会準
備積立金

安全互助事業
積立基金

予 術 費
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.339,500

341.035 H張旅費等

日P ・東陸P会歳費、国際交流研修事業参加費補助等

尾張地区5会場、三ipI地Ⅸ5会場

l,873,549 73,549

614,314 . 185,686
W 業 泄！

甑位PTA研究委|胴費

「愛知のPTA」擶

見群給付金90件

尾張・三河P連研究発表大会費2,680,00(） △ 20,()00

483,584 . 116,416

1,706$500 . 1,293,500

1().859.456 . 284.544

会特集号、 HP維持管理費等

全互

業

助
『抑

女

と碁
賠償保険料、後遺|潭害保険料、死亡保険料

負 担 金
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平成27年6月1日

平成28年5月31日

平成27年度研究大会準備積立金会計決算書（単位円

収入総額 10,775,952

平成27年度財政調整基金会計決算書（単位円）

収入総額 35,938,515

(内訳）

前年度繰越金

雑収入（利息）

本年度積立金

(内訳）

前年度繰越金

雑収入（利息）

本年度積立金

9,743,242

1,569

1.031.141

35,932,775

5,740

0

支出総額 支出総額(） { 1

差引残額 差引残額 10,775,95235.938.515

平成27年度安全互助事業積立基金会計決算書(単位円）

収入総額 67,291,808

(内訳）

前年度繰越金

雑収入（利息）

67,280,289

11,519

支出総額（見舞給付金） 1,706,500

差引残額 65,585,308

上記のとおり決算報告します

平成28年6月2日 玉井

渡邉

庄子

河合

麻衣子

浩枝
古一
了

修

計 (國）会

(印）″
″
〃

(fn

卸）

上記の決算報告言を綿密に監査しました結果、誤りのなかったことを認めます

平成28年6月2日 木寛文⑳

田和隆⑳

岡将暢⑳

原国博⑳

高
山
平
川

会計監杳
〃

愛知県小中学校PTA連絡協議会会則の一部改正（案）

現行 改正案

第一章総 則

第三条

本会の会員は郡・市PTA連絡協議会に 本会の会員は郡・市PTA連絡協議会に加盟する

加盟する単位PTA会員をもって組織する。 単位PTA会員をもって組織する◎

二本会はその目的を同じくする関係組織（公益社

団法人日本PTA全国協議会及び日本PTA東海

北陸ブロック協議会）へ加入する。

（注）改正案は、総会の決議を経て、平成28年6月15日から実施する。



平成28年度役員・理事・監査委員・顧問(案）

郡市（地K)名役職名 名
将

昨
〈
呵
川

マqF

〃’

四尾市

属 校

鵺城中上呈
上く 西 尾 暢 枝

校
校
校
校
校
校
校
一
校
校
校
校
校
校
校
枝
校
校

平蚕

十
学
彗
十
学
．
学
誉
叶
学
学
一
学
学
学
学
学
呼
宇
学
学
ユ

今
云副

副
副
副
副
副
副
書
害
耆
害
耆
耆
会

加
林
水
近
佐
水
川

卑
貝
誉

恭
春
勤
子
美
舞

一宮市立萩原小

幸田町立北部中

春日井'i｣‐立白山小

豊川市立西部中

一宮市立萩原小

岡崎市立竜芙丘小

あま市 ,7: 美和中

碧南 11丁 立南中 ：

あま ｢h.立拡H寺中

岡崎市立三島小

春日丼市立南城中

西尾市立一色両部小

一宮市立萩原小

挺
挺
握
挺
狸
長
長
記
記
肥
紀
凪
記

L』

朧

幸
春
豊

川
井
川
宮
崎
郡

卦
今
君
△
室
今
云
〈
云
〈
室

ロ 戸
藤
藤
野
‐
叩

(母代）

(杜代）

(T)

(T)

順
珠
昌岡

海
碧
海
岡
春
両

齋
吉
杉
片
都
則

南
部
崎
井
尾
宮

臣
司
子
利

膝
Ⅲ
川
出
築
竹
嵐
藤
生
丼

疽
憲
未
由
新
佳
愛
純
修
一

(母代）

(け代）

(T)

(T)

示
加
目LI

子
美
子

(け代）

(け代）

(T)

(T)

計
計
計
計
盃
介
介
在

安
あ
刈

l成

部

城
ま
谷
宮
郡
楽
須
戸

市

巾． 。

市］

市

市

'1｢｣．

市

市

水

三

立桜丼

'ニ甚目寺

f依佐美

立巾島

麦
海
刈

力
近
稲
春
丸
速
出
前

中

中

巾

'|、

一
会
会
会
会
会
会
顧
顧

L I

グ上一

己

郡

設楽

春II J|:

府

'1
士
同 了

計
計
計
計

睦
亜
匪
皿
陸
皿
睦
皿

l ll

i l l

'' 1

原

博 姜

誠

理 恵

健太郎

中
設
春
大

部
楽
日
府

校
校
校
妹

浦
北
西

浦
設
清
大

中
中
巾
中

､／

子
学
学

､/-

1 二

皿．

1－

1ノ、 十

出

知

土
月
汚

里

Ｊ

ｆ

Ｌ

も

川

淫
Ｉ
二
二
一

”
盛
ノ
ユ
キ

１
１

原

L

､ノ

廣
池

中

｢l |

怖 沢

知多東

成
那

野

油

Ｉ
Ｌ
ｎ
‐

批
妙
矢
－

理事（郡市

1111111(地区)名

宮

噸 戸

二‘卜 田

7ド 日井

津 島

犬 山

,ill･ 滑

江 南

小 牧

稲 沢

束 海

尾張旭

知 多

人 府

倉
1 1 1

r「

」山 明【､f－

|I 進

"l l ･長久手

西春日井

)､1･ 羽

抑 部

地区連絡協議会代表者） ・郡市事務局

氏 名 郡市P連事務局 郡市(地区)名 氏 名

知多東 籾山仁司

知多南 飯 In秀幸

豊 橋 丸山宗呈

豐 川 杉 l l 1 剛

浦 郡 ﾒL 山博義

新 城 I1糸脚 晋

北設楽 遠 ’ | ’ 誠

出 原 木村勇人

岡 崎 ’尚； 丼竜司

玉R 南 齋藤浩臣石

刈 谷 羽谷拓朗

豊 m 大江直樹

安 城 浅岡 lill 司

西 尾 l l l 本孝徳

知 立 渡辺浩司

高 浜 萩原敏和

みよ し 鈴木 ′|ロ平

幸 田 林 考春

郡市P連事務11 ,j

戸松

加藤

久村

水 ノ I

野 ｜ ｜

池之［

f lil

佐橋

佐藤

g ll'i'lf

小 ，|白）

水野

堀

前 ルi(

成測

丸 jも

鈴村

｢'1 帳

H ' | 1

11 1 1 1 1 i

吉 III

稔
吉
俊

貴
明
弥
勤
男
光
郎
溥
一
け

一.脚.巾立葉栗小学校

瀬) i I IJ立掛川小学校

半Ⅱ｜市立成岩中学校

#1 l外市立［」山小学校

津島II｣立藤浪中学校

犬| | 1市立城東中学校

常滑巾一立常滑巾学校

江I*j巾~n布袋北小学校

小牧市立味岡中学校

稲沢1 1]~立平和中学校

東海巾立平洲巾学校

尾り災旭市立旭丘小学校

知多市立中部中学校

大府11j立大府中′；::"

¥+fr 1 1 J立岩倉中学校

豊｜ﾘI' | j"立唐竹小'予:枝

日進' |]立竹の山小学校

長久手IIT立南中学校

清須'li立春日中学校

大l l lll]-立大口中学校

あま ' |｣.立甚l l寺中学校

武:鵯町立富貴中学校

"fll多町立師崎!|1学校

豊橋市教育委員会生涯学習裸

豊川市教育委員会生涯学習課

浦郡' |丁教育委員会4ﾐ涯学門課

1:li城' l敢育霧員会教育部スポー､ｿ共育棚

I没楽町教育委員会

|H原巾教育委員会学校教育課

|制||'奇市教育委員会社会教育課

碧南11i教育委員会生涯学習課

刈芥巾教育委員会生涯学習課

:l ll' li子ども部次世代育成課

安城市教育委員会生涯学習課

11M尾' |｣教育委員会生涯学習課

fiml'教育委員会生涯学習スポーツ糾

問浜'l'教育委員会学校群'g･グループ

みよし市教育委員会教育行政課

平山町立北部巾′¥:校

桂

』且多

甲ン

I言1
厘又

隆

二｣~二
計三

1 t』

ソ、 且

孝紀

lill 治

健太郎

匡樹

敬吾

直宏

一真

理惠

昇陽

態司

連
連

Ｐ
Ｐ

張
河

尾
三

一宮市立萩原小学校

西lも市教育委員会生涯学洲繩

－b－



平成28年度愛知県小中学校PTA連絡協議会事業計画(案）

○重点事業

1 平成30年度第74回日本PTA東海北陸ブロック研究大会愛知大会開催に向けての諸準備の推進（準備委員会を開催）

2 平成28年度第72回日本PTA東海北陸ブロック研究大会名古屋大会、第641口I日本PTA全国研究大会徳島うずしお大会
への参加研修

3 情報交換事業の実施（県内10会場）及び郡市P連独自主催の情報交換事業の促進

4 研修事業の充実（母親代表・役員・理事合|可研修会、県教委共催指導者研修会県内9会場）

5 広報活動の充実（広報紙「愛知のPTA」の発刊、ホームページの更新、 PTA新聞コンクールの実施等）

6 教育環境浄化活動及び青少年非行防止活動の推進（携帯・スマートフォン等の安心・安全利用及びいじめ防止対策推進

の啓発活動、有害情報の規制強化働きかけ等）

7 人権と命の尊重の普及啓発活動の推進（いじめ防止標語コンテスト及びキャンペーンの実施等）

8 役員会・理事会及び常置委員会等の諸会議の充実

9 関係諸機関・諸団体との連携の強化（諸団体主催事業・会議への積極的な参力'1 ．協力）

〕会議等の計画

年ﾉ］日 会議名等 事 業 の 柵 要 輔場 所

愛知県教育会fl
安全万助事業審査委員会

28． 6． 8
新旧役員会・理事会

6.15 総 会

628 第1n役員会・理事会

教育事務所担当主事会

F成27年度の受付事故状況のまとめ、案件の審査

F成27年度の反省と平成28年皮総会議案及び運営計画等

平成27年度事業報f'r、決算･ l跣査報告、会Mllの一部改1[

平成28年度役員選出、事業計Ⅲ案・予算案審議、宣言文採択
愛知芸術文化ｾﾝﾀｰ

愛知県教育会館

ニ 寺′、' ? ､岸司

而u念公1與

の参加、常置平成28年度重点事業実施言|画、沿動方針、 RP全国研究大会

委員会の組織づくりと活動、安全LI助事業委員の委嘱等

年間事業計画についての連絡調整等

75 郡市P連事務局担当者会

情報交換事業連絡会

臨時役貝会

7.22
母親代表・役員．理事

合 ｜可 研修会

82 準術委員 会

謝軸催誰
安全互助事業審査委員会

9． 8

第2回役員会・即事会
q

愛知県教育会館愛知県教育会館 同上

情報交換事業の実施等

三行詩応募作品のり｢↓内審査、 ナソ親代表．役11 ･理事合|'il研修会の打合せ．昨

愛知県教育会館一歴予
PTA滑動を推進していくための研修

演題:思春期の子とくもとつき合うｺﾂ講師:田村節子氏

愛知県教育会館 日P東海北陸ブロック研究大会愛知大会の実施計画案づくり等

徳島市を中心に ｜全体会・分科会への参加研{|参、情報交換輔; （50名の参加要請：含む役員

受付串i'it状況の報告、事故報告に基づく番在

日P東海北陸ブロック研究大会名古屋大会、情報交換事業、 日P年次表彰0

候補若選,LH、書き損じはがき集約依頼、いじめ防止標語コンテスト等

覧知県教育会館

準備委員 会

第72InI R本PTA

東海北陸ブロック研

究大会名古屋大会

受ｸ:| |県教育会館 日P東海北陸ブロック研究大会愛知大会の実施計画案づくり等l(16

８
９

２
２

０
’

１
１ 1 古屋市全体会・分科会への参加研修、情報交換（75()名の参加要請：含む役貝）

郡市P連事務局柤当料会

日本PTA年次表彰式

準備委貝 会

具教育会fl 年間事業計画に

優良PTA等の

での連絡調整等鋤
一
耕
一
鋤

11. 8

〃
／
ノ
ソ

、
４１

Ｖ
幸
早

つ
７
半
衣
に

(文部科学大臣表彰、 l l本PTA会長表彰：団体．個人）皿

哩

レニューオーダニI

県教育会館 日P東海北陸フ ク研究大会愛知大会の実施計画案づくり等

事故状ﾙLに基づく審査、東海北陛安全互助会の報告

〕Ⅱ者の推聴、 「愛知のPTA」編集計画、 PTA新聞

安全互助事業審査委員会

第3回役員会・理事会

常置委員 会

準術委貝 会

|塩時役貝 会

安全互助事業審査委員会

第4同役員会・理事会

準備委貝 会

広報環境委員会

準術委貝 会

会計監査会

安全互助事業審査委員会

受付事故状況の報{'f、事故状ﾙLに基づく審査、東海北陛安全互助

日PI玉I |ﾉ､｣研修事業参加者の推聴、 「愛知のPTA」編集計画、 PT

ンクール、書き損じはがき収益金の配分等
愛知県教育会館12. 8

各'帛置委員会の活動報告、意見交換等

細侃鍵常套‘'筑罐鯉弓術釧慈憩罵澱緬蕊っ《”ず
受付事故状況の報告、事故状ﾙﾋに基づく審査

知県教育会鮪平成28年度事業・決算の中間報告、平成29fl渡の目標とi,叶動方針等に
の審議、常置委員会活動報告等

29. 1.19

愛fl l県教育会側2．2

日P東海北陸ブロック研究大会愛知大会の実施計画案づくり等愛知県教育会館

愛fl l県教育会館

愛fll県教育会館

刈
怨
一
印

団

PTA新聞．易

円P東海北陸ラ

ル応募作品の県内審企ケ

ソク研究大会鍵知大会実力賑|画・実行委員会の組織等フ､ロ

愛知県教育会館

愛知県教育会館

平成28年度の会計監沓

平成28年度の給付状況のまとめ、案件の蒋卉

平成29年度総会計II1I等
6． 7

新|日役員会・理事会

I



平成28年度愛知県小中学校PTA連絡協議会予算書(案）

日
日

１
劃

月
月

６
５

年
年

８
９

２
２

成
成

平
平

自
至

収
支
入総

出総

額
額

44,183,000円

44,183,000円

差引残額 0円

(単位円）
(△は減を示~う

1 収入の部

前年度予算額

18.696.0()0

F算額

18,573,000

比較増減 内
& 123,000 41円×児童生徒数453,000ノ

目瑁
堂会、 答

会
事
助
繰
雑
繰

費
費
金
金
入
一
全

40円×396,000帯

愛知県教育振興会助成金

安全互助事業積立金特別会計、財政調整基金

業

成

０
０

０
０

０
０

０
０

４
５

８
７

５１ Ｉ１
ｊ

ｊ
ｊ

Ⅸ
Ⅸ

０
０

２
５

９
７

５１ 80,000

,

4,000,000

2,4()6,042

2,613,958

44,183,00()

3，()00,0()(）

2,402,780

4.485,22(）

45,254,()0(）

10()().00()

苦き損じはがき収益金、預金利,IJ
安全互助事業集金事務費

前年度繰越金

収
越

3,262

a 1.871,262

4 1,071,000
合
口 計

ト J1

単位l 'l)

△印は減を不寸
2支出の部

｜

’

算額 前年度予算額

1,400,000 1,400,()()0

500,0()0 550,000

500,000 550,000

額算 比較増減科． 目 内

会場費、公演料等

会議室使用料、旅費等

[目 目 予 容

総 会 費

理鞭会費

０
０
０
０

町
叩
川

Ｉ
１
１

０
０
０

５
５
５

△
云 昔

会主

､我

役員会費 陰
」

会議室使用料

会議室使用料

旅費等

旅費等200.000 △委員会費 150.00()

賢

贄

、 件 7,900.000 8,000,000 . 100,000 職員給料

法定福利 50,0()0 1社会保険料、雇用保険料、 労働保険料1.000.000 （ )50.0()(）

公認会計士・弁護士費用、言麺作成費
PTA新聞コンクール指導料

事務用品等

外部指導費

消耗品費

印刷製本費

㈹

㈹

伽

、
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｆ
Ｄ
５

７
１
５

750,0()(） △ 50,()()0

180,000 . 30,000

資料印届l
愛知のP

昔、安全互助事業の手引き印
TA不足分印刷費等

届'1菅、

、配送料

事務局費 62().0()(） △ 70.000

電而・ イン
振込手数料

ネット使用料、切手ft
々
／
華
寸

通ｲi;運搬費 8()0.()()(） 900,000 4 100,000

’
備 品 賀

会館管理費

交 通 費

事務機器購入費、維持管理費等帥

帥

帥

０
０
０

０
０
０

５
０
５

１
４
９

１

2000()0 50,000

共益費、清掃業務代、 コピー使用料等会fi1.400.000 0

交通費補別職員850.0()0 100,000

費
善

叩
叩

０
，

０
Ｏ

Ｏ
５

８
５１

研 修 東陸P研究大会参加費

東陸P研究大会役員参加旅費、出

０
０

０
０

０
０

０
０

０
５

７
５１

口P

UP当旅 費

研究調査費

,張旅費等

DP ･東陸P会歳費、国|ﾉ1研修参加費補助等

尾張地区5会場、三河地区5会場

申位PTA研究姿|照費、尾張・三河P連研究発表人会経費

「愛知のPTA」総会特集号、 HP維持管理費等

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

１
１
１
ｊ
ｊ

ｆ
ｌ
ｆ
Ｉ
Ｉ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
５
０

８
７
７
５
０

１

２
３

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

８
８
７
６

１

２

０
０
０
０
ｎ

ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
０

０
５

１

事 業 萱
情報交換事業費

研究助成費

広 報 費

兇群給付金

保 険 料

負 担 金

分 配 金

財政調整基金

傷害兄舞金、

賠償保険料、 1

日P会費(1

書き損じは7

－，後

死亡兄舞余０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

０
４
０
０

０
４
６
０

０
１
５
６

３
１
４

１

安全互助

事 業 昔 遺障審保険料、死亡保険料（28円x396.000)

(10円×453,000)

はがき収益金郡市P連還元金

０

０

０

０
０
０

０
０
０

８
０
０

８
３
０

０

戸
ひ

６

１
４

１ △ 56.000

△ 30.()00
負 l･Ⅱ 今

(）

（ ト U

600.00(）

Ｕ
Ｏ
Ｏ
ＯＯＯ５３５

研究大会準備
砿 立 金

積立基白 吉き損じはがき収益全県P連分600,000

,
安全二虻助事業
価 立 金

予 備 費

｜ I

予 備 費 ０
．
０

０
０

０
０

０
４

－
０
’
０

６
２Ｆ

ひ４

115,0()0

44,183,000
綴△－

& 1.071.000間I‐

(役員会の承認を得て科目間の流用を認める｡）

U



自平成28年6月l日

至平成29年5月31日

平成28年度財政調整基金予算(案） （単位円）

収入総額 35,944,000

平成28年度研究大会準備積立金予算(案） （単位円

収入総額 11,377,000

(内訳）

前年度繰越金

雑収入（利息

(内訳）

前年度繰越金

研究大会準備積立金

雑収入（利息）

10,775,952

600,000

1,048

35,938,515

5､485

支出総額

（内訳）

一般会計

1,000,000

支出総額

（内訳）

研究大会準備委員会経費

400,000

1,000,000

差引残額 400,00034,944,000

差引残額 10,977,000

平成28年度安全互助事業積立基金特別会計予算(案） （単位円）

収入総額 65,592,000

(内訳）

前年度繰越金

雑収入（利息）

65,585,308

6.692

支出総額 ),000,000

皇引残額 62,592,000

、／
共同編集の刊行物愛知県小中学校PTA連絡協議

一
室

」 と 「愛着」をもってもらいたい

－ズの4巻目です。

子どもたちに、郷士・愛知に「誇り

そんな願いが込められた、好評シリ

あいちの偉人④12の話
蕊 ;”

『当たってくだけろ』

おはなし。あいちのでんせつ4

『字どもがすきな肯誰さま』

小学校4～6年生、

中学生向け

1冊820円(税込）

＜心打つ12の物語＞

愛知ゆかりの人物の偉業をつ

づる短編の伝記。子どもたち

が生き方を考えるきっかけに。

小学校1～3年生、

園児向け

1冊720円(税込）

＜楽しい12のお話＞

県内各地に伝わる伝説の中

から、子どもたちにおすす

めのお話をピックアップ。

…蝉鯏噌癖識箏’4

…：

＜施設・資料のコーナー＞

関連施設や残された資料を紹介。歴

史・文化・産業への興味が広がる。

＜"お話の舞台”紹介コーナー＞／ 、

伝説の舞台となった土地の紹介や解説.腰黒
一ナーも｡休日のお出かけの参考に｡ ~一

地域学習の

{参考にも

会／愛知ﾘﾒ小中'1::校長会 発ｲj :公統財団法ﾉ、愛央I 1ITL教育振拠会WWi,i*:愛知県小! |｣学校I>TA連絡協議会〆f'141-lZ' iJ立小中学校PTA協議
、

叫



｢~~~~~~~~一一~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~一~~‐

nJ
一＝q■■

一
愛
知
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
幸
せ
を
願
い
、
単
位

ー三■■■

一
吉
一
言
（
案
）

一

／ 、

愛知県小中学校PTA連絡協議会 共催の事業

⑳潅当ﾝｸー⑳児童文学賞
作品募集

聯
醗
畿
鐙
議
鶴
翰
醗
認
識

あなたの

物語が本になる ル作品募集
★たくさんのご応募を､お待ちしていきす’

幼児から小学校低学そ'二

流者対象とした童話。
#100宇荷i'i原稿用紙4～

小学校! '1学年から中学

PTAの部燕二!臨胤#"こと」 §士
副鐘

短編部門司蕾対塞嵯童話｡ ー
400宇荷i'i原稿用紙4～5枚

小学校! '1学年から中学生を

長編部門読者対象とした物語”
40()宇扁,'i原稿川紙3()～50枚

※ii緋mは「 ,･とと f,にゆう&ゆう」 4J 1号参照，

iilif :愛知県小中'.i::lfPTA連絡協礒会／

;; ;…副賞鶏”
諺 , ！

“．｡窓湧》
《長編部門噛最濃餐）

i蜘麗鋤IⅥ
鯨編部爾灘譲擾秀）

轄
繊
“
《
鍛
汀
嘩
雌
ｘ
“

蟻
鍵
狂
？

》
》
海
諏
》
鎧
》
鍵
一
垂
一
“
奉
十
織
、
、

ｊ時
内
内

た
以
以

を
じ
字
宇

さ
芋
惑
Ｏ
０

ｒ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ハ
叩
）
ハ
叩
〉

切
０
６

人
Ｌ
Ｌ

の
生
生

へ
叩
〉
一
十
桝
子

ｒ
ｌ
、
『
１

１
１

／
ｌ

マ
一
数

テ
字６

立
口の

童
徒

児
生

議
鍵
癖

懇

薙 ※前

P1､八協議

諦絲IIIは「愛知ぴ)P'1,A」 6ノ1号または「7と‘L: #,にゆう＆ゆう」 6月号参Ⅲ

袖古屋' li立小L| ' ‘.』f:校 や／愛去l l UIL小中,:)/:校長公／公益財|M1 愛知県教f『振興会

、

| (）



第
一
章
総
則

第
一
条
本
会
は
愛
知
県
小
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
と
称
し
、

事
務
局
を
愛
知
県
教
育
会
館
内

に
お
ノ
く
、
。

第
二
条
本
会
は
郡
・
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
を
も
っ
て
構
成
す

る
。
（
但
し
、
名
古
屋
市
立
小

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
を
除
く
）

第
三
条
本
会
の
会
員
は
郡
・
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
に
加
盟
す

る
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
を
も
っ
て

組
織
す
る
。

第
四
条
本
会
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

発
展
を
推
進
し
、
児
童
・
生
徒

の
健
全
な
成
長
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

第
五
条
本
会
は
教
育
を
本
旨
と

す
る
民
主
的
な
社
会
教
育
団
体

と
し
て
本
会
を
構
成
す
る
団
体

及
び
個
人
の
自
主
性
を
尊
重
す

る
。

第
六
条
本
会
は
第
四
条
の
目
的

達
成
の
た
め
つ
ぎ
の
活
動
を
行

、
ヘ
ノ
○一

、
児
童
・
生
徒
の
福
祉
増
進

を
は
か
る
。

二
、
学
校
・
家
庭
及
び
社
会
に

お
け
る
教
育
の
理
解
を
深
め

こ
れ
を
振
興
す
る
。

三
、
教
育
環
境
の
整
備
充
実
を

愛
知
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
会
則

は
か
る
。

四
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
そ
の
協

議
体
相
互
の
連
絡
協
調
を
は

か
り
、
そ
の
活
動
の
発
展
を

助
け
る
。

五
、
災
害
見
舞
金
・
弔
慰
金
の

給
付
並
び
に
団
体
傷
害
保

険
、
管
理
者
賠
償
責
任
保
険

へ
の
加
入
（
以
下
〈
安
全
互

助
事
業
〉
と
い
う
）
を
す
る
。

第
二
章
役
員

第
七
条
本
会
に
原
則
と
し
て
つ

ぎ
の
役
員
を
お
く
。
な
お
役
員

選
出
に
関
す
る
細
則
は
別
に
定

め
る
。一

、
会
長
一
名

二
、
副
会
長
七
名

三
、
書
記
六
名

四
、
会
計
四
名

五
、
事
務
局
長
・
次
長
二
名

第
八
条
本
会
に
理
事
を
お
く
。

一
、
理
事
若
干
名

理
事
は
各
郡
・
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
の
代
表
者
二
名
）
及

び
母
親
代
表
（
六
名
）
を
あ
て

ブ
（
》
Ｏ

第
九
条
本
会
に
監
査
委
員
を
お

ｊ
く
、
○一

、
会
計
監
査
委
員
四
名

会
計
監
査
委
員
は
理
事
会
の
推

薦
に
よ
り
総
会
で
承
認
を
受
け

る
。
任
期
は
一
年
と
す
る
。

第
十
条
本
会
に
顧
問
を
お
く
こ

と
が
で
き
る
。

二
、
副
会
長

Ｈ
会
長
を
補
佐
し
会
務
を
遂

行
す
る
。
な
お
会
長
事
故

あ
る
場
合
は
そ
の
代
理
を

務
め
る
。

三
、
書
記

Ｈ
本
会
の
記
録
を
作
成
し
保

管
す
る
。
な
お
会
長
の
指

示
を
受
け
事
務
処
理
を
行

語
っ
。

四
、
会
計

Ｈ
本
会
の
会
計
事
務
を
処
理

す
る
画

五
、
事
務
局
長
・
次
長

Ｈ
会
長
の
指
示
を
受
け
本
会

の
事
務
を
統
理
す
る
。

第
十
三
条
会
計
監
査
委
員
は
本

顧
問
は
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り

総
会
で
承
認
を
受
け
る
。

第
十
一
条
本
会
の
役
員
は
理
事

会
に
お
い
て
選
出
し
総
会
で
承

認
を
受
け
る
。

役
員
の
任
期
は
一
年
と
し
再
任

を
妨
げ
な
い
。

な
お
欠
員
の
生
じ
た
場
合
後
任

者
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期

間
と
す
る
。

第
十
二
条
本
会
役
員
の
職
務
は

つ
ぎ
の
と
お
り
と
す
る
。

一
、
会
長

Ｈ
本
会
を
代
表
し
会
務
を
総

理
す
る
ロ

ロ
総
会
・
役
員
会
“
理
事
会

を
招
集
し
、
議
長
を
務
め

会
会
計
の
一
切
を
監
視
し
総
会

に
お
い
て
報
告
す
る
□

第
十
四
条
理
事
は
本
会
の
運
営

な
ら
び
に
会
務
の
遂
行
に
あ
た

る
。

第
十
五
条
顧
問
は
本
会
の
重
要

事
項
の
諮
問
に
応
じ
る
。

一
弟
一
一
三
旱
今
云
菫
壺

第
十
六
条
本
会
の
会
議
は
つ
ぎ

の
と
お
り
と
す
る
。

一
、
総
会

毎
年
一
回
開
催
す
る
。
た
だ

し
会
長
が
必
要
と
認
め
た
場

合
あ
る
い
は
理
事
の
（
若
し

く
は
会
員
）
三
分
の
一
以
上

の
要
求
が
あ
っ
た
場
合
は

臨
時
総
会
を
開
く
こ
と
が
で

斗
弍
ご
う
（
》
○

二
、
役
員
会

会
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合

に
開
く
。

な
お
役
員
会
に
必
要
な
と
き

に
は
委
員
長
を
加
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

三
、
理
事
会

会
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合

に
開
く
。

理
事
会
は
本
会
役
員
及
び
理

事
を
も
っ
て
構
成
す
る
．

な
お
緊
急
事
項
に
つ
い
て
は

理
事
会
を
も
っ
て
総
会
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
総
会
に
お
い
て
報
告
・
承

認
を
受
け
る
。

第
十
七
条
本
会
の
活
動
に
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
調
査
、
研

究
、
立
案
等
を
遂
行
す
る
た
め

常
置
委
員
会
を
お
く
。

委
員
会
は
理
事
を
も
っ
て
構
成

し
必
要
に
応
じ
て
本
会
役
員
も

出
席
す
る
。

な
お
必
要
に
応
じ
て
理
事
会
の

承
認
を
得
て
特
別
委
員
会
を
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
委

員
会
に
関
す
る
細
則
は
別
に
定

め
る
。

第
十
八
条
本
会
の
運
営
な
ら
び

に
会
務
の
遂
行
に
関
す
る
会
議

の
議
事
は
出
席
者
の
過
半
数
の

承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
経
費

第
十
九
条
本
会
の
会
員
は
会
費

及
び
安
全
互
助
事
業
費
を
納
入

す
る
。
た
だ
し
そ
れ
ら
の
額
は

総
会
で
決
定
す
る
。

な
お
、
会
費
及
び
安
全
互
助
事

業
費
に
関
す
る
細
則
は
別
に
定

め
る
轡

第
二
十
条
本
会
の
経
費
は
会
費

及
び
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て

あ
て
る
。

第
二
十
一
条
本
会
の
会
計
年
度

は
六
月
一
日
か
ら
翌
年
の
五
月

三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

第
五
章
安
全
互
助
事
業

第
二
十
二
条
安
全
互
助
事
業
は

別
に
定
め
る
「
安
全
互
助
事
業

－11－



第
六
章
会
則
の
改
正

第
二
十
三
条
こ
の
会
則
の
改
廃

は
、
総
会
に
お
い
て
出
席
者
の

三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
必
要

と
す
る
。

第
一
章
役
員
選
出

第
一
条
愛
知
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
（
以
下
県
Ｐ
連

協
と
い
う
）
会
則
（
以
下
本
会

会
則
と
い
う
）
の
第
七
条
に
定

め
る
役
員
選
出
に
関
す
る
規
定

は
こ
の
細
則
に
よ
る
．

一
、
会
長

尾
張
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
（
以
下
尾
張
Ｐ
連
協

と
い
う
）
三
河
小
中
学
校
Ｐ

一
、
本
会
の
運
営
に
必
要
な
細
則

は
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

平
成
十
五
年
六
月
十
三
日
改
正

平
成
十
七
年
六
月
二
十
一
日
改
正

平
成
十
八
年
六
月
十
五
日
改
正

平
成
二
十
二
年
六
月
十
六
日
改
正

平
成
二
十
三
年
六
月
十
五
日
改
正

平
成
二
十
五
年
六
月
十
二
日
改
正

規
則
」
に
し
た
が
っ
て
行
う
も

の
と
手
９
る
。

附細

則

則

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
（
以
下
三

河
Ｐ
連
協
と
い
う
）
の
会
長

の
中
か
ら
交
互
選
出
さ
れ
る
。

二
、
副
会
長

尾
張
Ｐ
連
協
・
三
河
Ｐ
連
協

の
会
長
（
た
だ
し
県
Ｐ
連
協

会
長
就
任
者
は
除
く
）
及
び

副
会
長
各
一
名
、
母
親
代
表

各
一
名
と
尾
張
・
三
河
各
校

長
会
代
表
各
一
名
の
計
七
名

を
あ
て
る
。

な
お
、
必
要
に
応
じ
て
増
員

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
書
記

尾
張
Ｐ
連
協
、
三
河
Ｐ
連
協

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た

Ｐ
二
名
（
内
一
名
は
母
親
代

表
）
、
Ｔ
一
名
の
計
六
名
を

あ
て
る
画

四
、
会
計

尾
張
Ｐ
連
協
、
三
河
Ｐ
連
協

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た

母
親
代
表
一
名
、
Ｔ
一
名
の

計
四
名
を
あ
て
る
。

第
二
条
前
条
に
示
す
役
員
の
任

期
は
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
再

任
は
妨
げ
な
い
。

し
か
し
再
任
さ
れ
た
場
合
も
、

任
期
の
上
限
を
二
年
と
す
る
。

第
三
条
事
務
局
長
・
次
長
の
選

任
は
理
事
会
の
承
認
を
得
て
会

長
が
行
う
。

一
弟
一

第
四
条

章
委
員
会

本
会
会
則
第
十
七
条
に

定
め
る
委
員
会
に
関
す
る
規
定

は
こ
の
細
則
に
よ
る
。

第
五
条
本
会
の
委
員
会
は
総
務

財
政
委
員
会
、
教
育
文
化
委
員

会
、
広
報
環
境
委
員
会
、
厚
生

給
食
委
員
会
及
び
母
親
委
員
会

の
五
部
門
と
し
本
会
の
活
動
を

分
担
し
企
画
、
実
施
す
る
．

一
、
総
務
財
政
委
員
会

Ｈ
規
約
の
整
備

口
事
業
計
画
・
予
算
の
立
案

日
関
係
諸
機
関
・
団
体
と
の

連
携

四
そ
の
他

二
、
教
育
文
化
委
員
会

Ｈ
教
育
文
化
に
関
す
る
諸
問

題
の
追
求
と
世
論
喚
起

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
相
談
事
業
の
立
案
、

実
施

日
各
種
研
修
会
の
立
案
、
実

施
四
そ
の
他

三
、
広
報
環
境
委
員
会

Ｈ
愛
知
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
企
画
・

編
集
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
編

集
口
各
種
資
料
の
作
成
、
調
査

の
計
画
、
実
施

日
環
境
浄
化
に
関
す
る
施
策

四
そ
の
他

四
、
厚
生
給
食
委
員
会

Ｈ
会
員
の
安
全
互
助
制
度
に

関
す
る
こ
と

口
児
童
・
生
徒
の
福
祉
厚
生
・

保
健
、
体
力
づ
く
り

日
学
校
給
食
に
関
す
る
こ
と

四
そ
の
他

五
、
母
親
委
員
会

一
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
け
る
母

親
の
役
割
の
追
求

口
母
親
委
員
会
（
郡
市
Ｐ
連
）

の
組
織
の
確
立

日
家
庭
教
育
に
関
す
る
研
修

計
画

四
そ
の
他

第
六
条
委
員
会
は
委
員
長
、
副

委
員
長
を
そ
れ
ぞ
れ
一
名
選
出

し
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
、

会
長
が
委
嘱
す
る
。

第
七
条
委
員
長
は
委
員
会
を
招

集
し
、
そ
の
会
を
司
会
す
る
。

ま
た
そ
の
会
を
代
表
す
る
。

副
委
員
長
は
委
員
長
を
補
佐
し

委
員
長
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の

職
務
を
代
行
す
る
。
ま
た
そ
の

会
の
記
録
を
と
る
。

第
八
条
こ
の
細
則
は
総
会
に
お

い
て
定
め
る
。

第
一
一
一
章
会
費

第
九
条
本
会
会
則
第
十
九
条
に

定
め
る
会
費
及
び
安
全
互
助
事

業
費
に
関
す
る
規
定
は
、
こ
の

細
則
に
よ
る
。

第
十
条、

会
贄

本
会
の
会
費
は
児
童
・
生
徒

一
名
に
つ
き
年
額
四
十
一

円
（
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
負
担
金
を

含
む
）
と
し
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

は
そ
れ
ぞ
れ
加
盟
す
る
各
郡

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
を
経

て
、
七
月
十
日
ま
で
に
本
会

計
に
納
入
す
る
。

二
、
安
全
互
助
事
業
費

安
全
互
助
事
業
費
は
一
世
帯

に
つ
き
年
額
四
十
円
と
し
、

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
そ
れ
ぞ
れ
加

盟
す
る
各
郡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
を
経
て
、
七
月
十
日

ま
で
に
本
会
計
に
納
入
す
る
。

第
四
章
積
立
基
金

第
十
一
条
平
成
十
八
年
度
か
ら

運
用
資
金
特
別
会
計
を
改
め
、

財
政
調
整
基
金
・
研
究
大
会
準

備
積
立
金
会
計
と
し
て
、
別
途

積
み
立
て
る
．
財
源
は
従
来
の

運
用
資
金
特
別
会
計
及
び
そ
の

他
の
収
入
を
充
て
る
。

第
五
章
細
則
の
改
正

第
十
二
条
こ
の
細
則
の
改
廃
は
、

理
事
会
に
お
い
て
出
席
者
の
過

半
数
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
十
五
日
改
正

平
成
二
十
二
年
六
月
十
六
日
改
正

平
成
二
十
三
年
六
月
十
五
日
改
正

平
成
二
十
五
年
六
月
十
二
日
改
正
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（
名
称
）

第
一
条
こ
の
事
業
は
、
愛
知
県

小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

会
則
第
六
条
第
五
項
に
定
め
る

安
全
互
助
事
業
と
称
す
る
。

一
目
的
）

第
二
条
安
全
互
助
事
業
は
、
愛

知
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
（
以
下
「
県
Ｐ
連
」
と
略

称
す
る
。
ま
た
諸
規
定
に
お
い

て
も
同
様
に
略
称
す
る
。
）
、
同

各
郡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
、
も
し

く
は
市
町
村
立
小
中
学
校
単
位

Ｐ
Ｔ
Ａ
今
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
と

略
称
す
る
。
）
の
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
と
認
め
ら
れ
る
事
業
中
に
発

生
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
及
び
そ
の

子
ど
も
で
あ
る
児
童
・
生
徒
ら

の
負
傷
、
後
遣
障
害
、
ま
た
は

死
亡
（
こ
れ
ら
を
「
災
害
」
と

い
う
。
）
に
対
す
る
応
分
の
金

銭
給
付
、
そ
の
他
理
事
会
が
特

愛
知
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
安
全
互
助

事
業
規
則

平
成
一第

章
総

十
三
年
六
月
十
五
日
制
定

則

云
苔
貝
）

第
三
条
安
全
互
助
事
業
は
、
県

Ｐ
連
に
所
属
す
る
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
世
帯
で
、
こ
の
事
業
の
趣
旨

に
賛
同
し
、
申
込
み
を
し
た
者

（
以
下
「
会
員
」
と
い
う
。
）
が

対
象
と
な
る
。

二
安
全
互
助
事
業
へ
の
申
込

み
は
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
ご
と

に
、
そ
の
会
員
す
べ
て
が
一

体
と
な
っ
て
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

三
申
込
み
は
、
原
則
と
し
て
、

毎
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
な

さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
会
費
）

第
四
条
会
員
は
、
所
定
の
安
全

互
助
事
業
費
（
以
下
「
会
費
」

と
い
う
。
）
を
納
入
す
る
も
の

と
し
、
納
入
期
限
は
毎
年
七
月

十
日
ま
で
と
す
る
。

二
会
費
は
、
県
Ｐ
連
会
則
の

細
則
第
十
条
第
二
項
で
規
定

別
に
認
め
る
事
業
へ
の
支
出
及

び
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
負
担
金
の
軽

減
を
は
か
り
、
も
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

伶一

弟

章
会
員
及
び
会
費

（
事
業
）

第
五
条
第
二
条
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、
次
の
事
業
を
行

辛
《
ノ
○

（
二
災
害
見
舞
金
・
弔
慰
金

の
給
付
一
以
下
「
災
害
給

付
」
と
い
う
。
）

（
一
二
そ
の
他
県
Ｐ
連
理
事
会

が
特
別
に
認
め
る
事
業
へ

の
支
出

二
災
害
見
舞
金
‐
弔
慰
金
の

給
付
の
対
象
及
び
そ
の
基
準

に
つ
い
て
は
、
別
に
細
則
で

定
め
る
。

三
災
害
給
付
は
、
関
係
者
の

申
請
に
よ
り
こ
れ
を
行
う
。

四
給
付
申
請
及
び
関
係
書
類

の
提
出
は
、
県
Ｐ
連
の
年
度

内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
年
度
末
の
災

し
た
金
額
と
す
る
。

三
一
且
納
入
し
た
会
費
は
、

こ
れ
を
返
還
し
な
い
心

四
会
費
は
、
委
託
保
険
会
社

に
支
払
う
保
険
料
及
び
事
務

経
費
並
び
に
県
Ｐ
連
理
事
会

が
特
別
に
認
め
る
事
業
へ
の

支
出
に
充
て
る
。

第
三
章
事
業

害
そ
の
他
特
別
の
事
由
が
あ

る
場
合
は
、
年
度
内
に
そ
の

旨
を
届
け
出
て
、
期
限
の
猶

予
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
給
付
の
申
請
に
関
し
、
虚

偽
の
申
告
を
し
た
場
合
は
、

そ
の
程
度
に
応
じ
、
給
付
金

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
県
Ｐ

連
へ
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
口
県
Ｐ
連
は
、
あ
わ
せ

て
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
保
険
加
入
）

第
六
条
県
Ｐ
連
は
、
適
格
と
判

断
さ
れ
る
保
険
会
社
と
の
間
に

お
い
て
、
団
体
傷
害
保
険
及
び

管
理
者
賠
償
責
任
保
険
に
加
入

す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
加
入
契
約
に
あ
た
っ

て
は
県
Ｐ
連
理
事
会
の
承
認
を

要
す
る
。

（
審
査
委
員
会
）

第
七
条
災
害
給
付
の
決
定
に
関

し
、
審
査
委
員
及
び
審
査
委
員

会
を
置
く
。

二
審
査
委
員
会
は
、
審
査
委

員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

三
審
査
委
員
に
つ
い
て
は
、

第
四
章
審
査
委
員
会

役
員
及
び
学
識
経
験
者
の
中

か
ら
県
Ｐ
連
理
事
会
が
選
任

す
る
。

四
審
査
委
員
会
は
、
県
Ｐ
連

理
事
会
が
付
託
し
た
災
害
給

付
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す

ブ
（
》
Ｃ

五
災
害
給
付
の
決
定
に
つ
い

て
は
、
審
査
委
員
会
の
決
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

六
審
査
委
員
会
の
組
織
及
び

運
営
に
つ
い
て
は
、
別
に
細

則
で
こ
れ
を
定
め
る
。

（
審
査
委
員
の
任
期
）

第
八
条
審
査
委
員
の
任
期
は
、

就
任
後
最
初
の
県
Ｐ
連
総
会
終

結
の
と
き
ま
で
と
す
る
。

（
改
正
手
続
）

第
九
条
こ
の
規
則
は
、
県
Ｐ
連

理
事
会
に
お
い
て
、
出
席
者
の

過
半
数
の
同
意
を
も
っ
て
改
正

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年

七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
十
二
日

一
部
改
正

附 第
五
章
改
正

則

1ワ
人』


